
 アレルギー疾患対策従事者研修

外部講師 A 0.5 A 3

外部講師 A 0.5

外部講師 A 0.5

主任、副主任 B 4

外部講師 A 1

外部講師 A 0.5

災害時の連携 主任、副主任 B 4

小計 11

集合 A 3.0 B 8.0 C D E

オンライン A B C D E

遠隔 A 3.0 B C D E

Aは講義、Bは演習、Cは実験、Dは見学、Eはその他、修了時評価等（オリエンテーション、開講式・閉講式は除く。）

遠隔は、遠隔システムを利用し、予習・復習を行うもの（事前課題は除く。）

時
間
数

3

合計 14

3. 災害時における
アレルギー疾患対策
への保健活動とアレ
ルギー疾患対策業務
に従事する人材育成
について説明でき
る。

3

1) アレルギー疾患に対する災害時の取組

2) 演習（グループワークとミニレクチャー）

2. 拠点病院、かか
りつけ医、自治体の
連携体制構築に係る
課題や連携の成功要
因について説明でき
る。

2

1) アレルギー疾患に対する都道府県・市区町村、

拠点病院の役割、連携体制に関する取組（各論）

2) 演習（グループワークとミニレクチャー）

地域の医療機関・自治体内連携

オンライン 遠隔

1. 社会情勢や政策
の動向を理解し、ア
レルギー疾患に関す
る都道府県アレル
ギー疾患医療拠点病
院（拠点病院）、か
かりつけ医、自治体
の役割を説明するこ
とができる。

1

1) アレルギー疾患に対する都道府県・市町村、

拠点病院の役割、連携体制に関する取組（総論）

SBOs 科目及び講義課題 講師名
時間数

集合
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